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は
じ
め
に

　

陳
子
昂
「
感
遇
」
詩
は
、
屡
々
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
と
関
連
づ
け
て

考
察
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
『
詩
式
』
は
、「
子
昂
「
感
遇
」、
其
源

出
於
阮
公
「
詠
懷
」（
子
昂
の
「
感
遇
」
は
、其
の
源
阮
公
の
「
詠
懷
」

に
出
づ
）」
と
言
及
し
、鈴
木
修
次
氏
も
こ
れ
を
引
き
、「
阮
籍
の
「
詠

懷
」
詩
に
あ
や
か
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
（
1
）

あ
る
」
と
す
る
。
確
か
に

「
感
遇
」
詩
其
七
「
衆
芳
委
時
晦
、鶗
鴃
鳴
悲
耳
（
衆
芳
時
晦
に
委ゆ

だ

ね
、

鶗
鴃
鳴
き
て
耳
に
悲
し
）」
は
、
間
違
い
な
く
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
其

十
の
「
鳴
鴈
飛
南
征
、
鶗
鴂
發
哀
音
（
鳴
鴈
飛
び
て
南
征
し
、
鶗
鴂

哀
音
を
發
す
）」
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
鈴
木
氏
の
言
及
す
る
通
り
、

「
時
晦
」
に
身
を
委
ね
る
「
衆
芳
」
が
詠
わ
れ
る
と
い
う
点
も
、「
詠

懷
」
詩
と
同
様
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
感
遇
」
詩
と
「
詠
懷
」
詩
に
通
底

す
る
主
題
は
同
様
で
あ
る
か
に
見
え
る
。『
詩
比
興
箋
』
が
「
感
遇
」

詩
全
篇
に
わ
た
っ
て
武
則
天
批
判
の
寓
意
を
読
み
込
ん
だ
り
、
前
掲

『
詩
式
』
が
「
詠
懷
」
詩
と
関
連
づ
け
て
言
及
す
る
の
は
、
阮
籍
が
、

時
代
の
昏
迷
の
中
で
権
力
か
ら
自
立
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
こ
と
と
、

陳
子
昂
の
置
か
れ
た
状
況
と
の
共
通
点
を
見
い
だ
し
、
そ
の
文
学
性

を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
、
そ
の
様
な
理

解
で
は
「
感
遇
」
詩
の
内
実
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
阮
籍
の
置

か
れ
た―

「
詠
懷
」
詩
が
抱
え
込
ん
だ
現
実―

と
、
陳
子
昂
の

対
峙
す
る
そ
れ
は
大
き
く
異
な
る
が
故
で
あ
る
。

　

無
論
「
感
遇
」
詩
が
、「
詠
懷
」
詩
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、「
詠
懷
」
詩
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
埋

没
し
得
な
い
語
り
手
の
姿
が
確
か
に
せ
り
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
っ

て
、
本
稿
で
は
そ
の
姿
が
、
如
何
な
る
表
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 　
　

陳
子
昂
「
感
遇
」
詩
小
考
│「
黃
雀
」「
中
山
」
の
典
拠
か
ら
│　

　
　
　
　
　　

加　

藤　

文　

彬　
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第
一
節　
「
感
遇
」
詩
を
支
え
る
現
実
認
識

　

彼
は
武
則
天
政
権
下
で
、
麟
臺
正
字
・
右
衛
冑
曹
の
二
つ
の
官
職

に
就
い
た
。
こ
の
二
つ
は
諫
官
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
は
こ
の
時
期

に
、武
則
天
に
対
し
て
膨
大
な
上
表
を
奉
っ
て
（
2
）

い
る
。
例
え
ば
、「
諫

用
刑
書
」
は
麟
臺
正
字
在
官
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
臣

聞
忠
臣
事
君
、
有
死
無
二
。
懐
佞
不
諫
、
罪
莫
大
焉
（
臣
聞
く
忠
臣

は
君
に
事
え
、
死
有
り
て
二
無
し
。
佞
を
懐
き
て
諫
め
ざ
る
は
、
罪

焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
）」
と
し
て
、
諫
臣
と
し
て
の
強
烈
な
自
覚

が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
の
上
書
で
は
、「
一
人
被
訟
、
百
人

満
獄
。
使
者
推
捕
、
冠
蓋
如
雲
。
或
謂
陛
下
愛
一
人
而
害
百
人
（
一

人
訟
せ
ら
る
る
に
、
百
人
獄
に
満
つ
。
使
者
は
捕
を
推
め
、
冠
蓋
は

雲
の
如
し
。或
ひ
と
謂
う
陛【

武
則
天
】下は

一
人
を
愛
し
て
百
人
を
害
す
と
）」

と
、
非
常
に
強
い
口
調
を
用
い
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
上

表
が
諫
官
で
は
な
い
、
麟
臺
正
字
在
官
時
に
為
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
の
様
な
官
職
に
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
は
こ
こ
ま
で
激

し
い
言
葉
を
用
い
て
上
表
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
魏
晋
期

の
如
く
、
発
言
し
た
か
ら
と
い
っ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
無
か

っ
た
。

　
『
詩
式
』
以
来
多
く
の
先
行
研
究
が
、「
感
遇
」
詩
を
「
詠
懷
」
詩

と
関
連
づ
け
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
が
、「
感
遇
」
詩
の
抱

え
込
ん
だ
現
実
と
、「
詠
懷
」
詩
を
支
え
る
現
実
に
は
大
き
な
違
い

が
存
在
し
て
い
る
。
現
実
に
不
満
を
持
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
直
接
的

に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
故
に
、「
文
多
　
　
（
3
）

隱
避

4

4

」
と
い
う
方
法
が

選
択
さ
れ
て
い
る
の
が
「
詠
懷
」
詩
で
あ
る
が
、
陳
子
昂
は
直
接
的

4

4

4

に4

体
制
批
判
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

諫
官
と
し
て
の
自
負
を
も
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
上
表
を
す
る
こ
と

が
兼
済
の
表
れ
で
あ
り
、
自
己
存
在
の
価
値
を
保
証
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
「
陳
氏
別
傳
」
が
「
上
數
召
問
政
事
。
言
多
切
直
。

書
奏
、
輒
罷
之
（
上
數
し
ば
召
し
て
政
事
を
問
う
。
言
に
切
直
多
し
。

書
奏
す
る
ご
と
に
、
輒
ち
之
を
罷
む
）」
と
す
る
様
に
、
上
表
は
捨

て
置
か
れ
、
兼
済
の
実
現
が
叶
わ
な
い
時
期
が
確
か
に
あ
っ
た
。
ま

た
史
書
並
び
に
「
陳
氏
別
傳
」
に
は
記
載
は
な
い
が
、「
謝
免
罪
表
」

に
「
不
圖
誤
識
凶
人
、
坐
緣
逆
黨
（
圖
ら
ざ
る
に
誤
り
て
凶
人
を

識
り
、
坐
に
逆
黨
に
緣
る
）」
と
あ
り
、
反
体
制
側
と
徒
党
を
組
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
表
現
す
る
こ
と
で

も
、
実
際
の
行
動
に
よ
る
兼
済
の
表
明
も
上
手
く
い
か
な
い
。
阮
籍

「
詠
懷
」
詩
な
ら
ば
、
か
か
る
敗
北
性
を
基
核
と
し
て
、
方
内
か
ら

の
逸
脱
、
或
い
は
突
出
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
（
4
）

る
が
、「
感
遇
」
詩

に
は
そ
の
志
向
性
は
語
ら
れ
な
い
。

〈「
感
遇
」
詩
其
三
十
二
〉

　

索
居
猶
幾
日　
　

索
居
し
て
猶
お
幾
日
ぞ
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炎
夏
忽
然
衰　
　

炎
夏　

忽
然
と
し
て
衰
う

　

陽
彩
皆
陰
翳　
　

陽
彩　

皆　

陰
翳
し

　

親
友
盡
睽
違　
　

親
友　

盡
く
睽
違
す

05
登
山
望
不
見　
　

山
に
登
り
て
望
め
ど
も
見
え
ず

　

涕
泣
久
漣
湎　
　

涕
泣
し
て　

久
し
く
漣
湎
た
り

　

宿
夢
感
顏
色　
　

宿
夢　

顏
色
の

　

若
與
白
雲
期　
　

白
雲
と
期
す
る
が
若
き
に
感
ず

〈「
感
遇
」
詩
其
三
十
五
〉

05
西
馳
丁
零
塞　
　

西
の
か
た
丁
零
の
塞
に
馳
せ

　

北
上
單
于
臺　
　

北
の
か
た
單
于
の
臺
に
上
る

　

登
山
見
千
里　
　

山
に
登
り
て
千
里
を
見
れ
ば

　

懷
古
心
悠
哉　
　

古
を
懷
い
て
心
悠
な
る
か
な

　

誰
言
未
忘
禍　
　

誰
か
言
わ
ん　

未
だ
禍
を
忘
れ
ざ
る
に

　

磨
滅
成
塵
埃　
　

磨
滅
し
て
塵
埃
と
成
る
と　
　
　
　
　
　
　

　

一
見
す
る
と
其
三
十
二
、
其
三
十
五
で
は
「
登
山
」
と
い
う
突
出

が
語
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
親
友
の
不
在
や

「
懷
古
」
を
導
く
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、「
詠

懷
」
詩
の
如
き
自
己
へ
の
命
令
形
、「
車
を
駆
り
て
門
を
出
で
て
去ゆ

け
」（
其
三
十
）、「
馬
を
駆
り
て
之
を
舎
て
て
去
け
」（
其
三
）
と
い

う
、自
己
を
方
外
へ
と
駆
り
立
て
る
表
現
で
は
決
し
て
（
5
）

な
い
。「
感
遇
」

詩
は
、
権
力
の
中
で
如
何
に
自
立
的
に
在
ろ
う
と
す
る
か
と
い
う
、

「
詠
懷
」
詩
の
如
き
切
実
な
現
実
と
の
関
係
性
を
抱
え
込
ん
で
い
な

い
。
批
判
的
視
点
を
「
隠
避
」
せ
ず
に
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
方
内
か
ら
突
出
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

彼
は
晩
年
、
父
の
服
喪
の
為
、
方
内
か
ら
脱
出
し
て
し
ま
う

4

4

4

4

4

訳
だ

が
、
そ
れ
は
「
帶
官
（
6
）

取
給
」
と
い
う
紐
付
き
の
脱
出
で
あ
っ
て
、
方

内
（
武
則
天
体
制
）
へ
の
意
識
は
常
に
陳
子
昂
の
中
に
存
在
し
て
い

た
。
実
際
に
、
帰
郷
後
に
制
作
さ
れ
た
「
喜
遇
冀
侍
御
珪
崔
司
議
泰

之
二
使
」
序
は
、「
我
獨
坐
一
隅
、
孤
憤
五
蠹
。
雖
身
在
江
海
、
而

心
馳
魏
闕
（
我
獨
り
一
隅
に
坐
し
、
孤
り
五
蠹
を
憤
る
。
身
は
江
海

に
在
り
と
雖
も
、
心
は
魏
闕
に
馳
す
）」
と
し
、『
荘
子
』
を
引
用
し

つ
つ
、
武
則
天
政
権
へ
の
眼
差
し
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
現
実
（
そ

し
て
表
現
す
ら
も
）
が
、
如
何
に
無
意
味
で
も
、
彼
は
決
し
て
方
外

へ
の
逸
脱
、
突
出
を
望
ま
な
い
。
武
則
天
政
権
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
し
か
、
彼
の
生
の
価
値
は
保
証
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
「
感
遇
」
詩
は
、
恐
ら
く
一
時
期
に
制

作
さ
れ
た
も
の
で
は
（
7
）

な
い
。
し
か
し
、「
感
遇
」
詩
が
、
何
年
に
制

作
さ
れ
た
か
、
或
い
は
一
時
期
の
作
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
彼

の
視
点
が
常
に
「
魏
闕
」
に
向
い
て
い
る
こ
と―

武
則
天
政
権
へ

の
眼
差
し
こ
そ
が
「
感
遇
」
詩
の
表
現
を
支
え
て
い
る
こ
と―

を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
節　
「
黃
雀
」
と
「
中
山
」

　
「
感
遇
」
詩
に
つ
い
て
、『
唐
詩
帰
』
は
「
子
昂
「
感
遇
」
諸
詩
、

有
似
丹
書
者
、
有
似
『
易
』
注
者
、
有
似
「
詠
史
」
者
、
有
似
「
讀

山
海
經
」
者
、
奇
奧
変
化
、
無
可
端
倪
（
子
昂
「
感
遇
」
諸
詩
、
丹

書
に
似
る
者
有
り
、『
易
』
注
に
似
る
者
有
り
、「
詠
史
」
に
似
る
者

有
り
、「
讀
山
海
經
」
に
似
る
者
有
り
、
奇
奧
変
化
、
端

【
推
し
は
か
る
】
倪
す
べ
き

無
し
）」
と
す
る
。
確
か
に
「
感
遇
」
詩
に
は
一
貫
す
る
テ
ー
マ
や

構
造
性
は
見
え
な
い
。
こ
れ
が
一
時
期
に
ま
と
ま
っ
て
制
作
さ
れ
た

も
の
で
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
う
の
も
合
点
で
き
る
。
し
か
し

そ
の
様
に
し
て
「
感
遇
」
詩
を
捉
え
る
な
ら
ば
、「
奇
奧
変
化
、
無

可
端
倪
」
と
い
う
行
き
止
ま
り
に
達
し
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、「
感

遇
」
詩
を
支
え
る
現
実―

武
則
天
政
権
へ
の
期
待
、
期
待
故
の
批

判
的
精
神―

を
踏
ま
え
る
こ
と
が
、
本
詩
を
理
解
す
る
の
に
必
要

と
さ
れ
る
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
故
筆
者
は
、「
感
遇
」
詩
に
見
え
る

批
判
的
精
神
の
発
微
を
本
論
の
中
心
に
据
え
る
の
で
あ
る
が
、『
詩

比
興
箋
』
の
如
き
方
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
す
る
の
で
は
な
く
、
個

個
の
詩
語
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
、
そ
こ
に
彼
の
批
判
的

精
神
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〈「
感
遇
」
詩
其
一
〉

05
太
極
生
天
地　
　

太
極　

天
地
を
生
じ

　

三
元
更
廢
興　
　

三
元　

更
ご
も
廢
興
す

　

至
精
諒
斯
在　
　

至
精　

諒
に
斯
に
在
り

　

三
五
誰
能
徵　
　

三
五　

誰
か
能
く
徵
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

　

終
句
「
三
五
誰
能
徵
」
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
。

例
え
ば
張
震
『
唐
音
輯
注
』
は
、「
言
三
皇
五
帝
歴
代
相
承
之
道
、

其
理
固
在
、
未
嘗
有
昧
、
但
人
不
能
以
爲
驗
。
而
戒
其
簒
奪
之
不
可

爲
（
言
う
こ
こ
ろ
は
三
皇
五
帝
歴
代
相
承
の
道
、
其
の
理
固
よ
り
在

り
、
未
だ
嘗
て
昧
有
ら
ず
し
て
、
但
だ
人
以
て
驗
と
爲
す
能
わ
ず
。

而
し
て
其
の
簒
奪
の
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
を
戒
む
）」
と
し
、「
三
五
」

を
「
三
皇
五
帝
」
と
し
て
と
る
。
一
方
で
森
瀬
壽
三
氏
は
、「
三
五
」

を
満
月
と
し
て
と
っ
た
上
で
、「『
三
五
誰
能
徵
』
と
は
、『
い
ず
れ

満
月
の
よ
う
に
栄
え
る
の
を
誰
が
分
か
ろ
う
か
』
と
い
う
方
向
と
、

『
や
が
て
満
月
も
欠
け
る
の
を
誰
が
予
測
す
る
だ
ろ
う
か
』
と
い
う
、

武
后
の
政
権
に
対
す
る
相
反
す
る
読
み
取
り
方
が
可
能
に
（
8
）

な
る
」
と

す
る
。

　

こ
の
様
な
曖
昧
な
表
現
は
、「
詠
懷
」
詩
的
（
文
多
隱
避
）
で
あ

る
と
言
え
る
。「
詠
懷
」
詩
的
に
語
ろ
う
と
す
る
の
が
其
一
で
あ
る

が
、
先
に
確
認
し
た
通
り
、
陳
子
昂
は
武
則
天
政
権
に
向
け
て
批
判

的
視
点
を
表
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
萌
芽
し
た
批
判
的
精

神
は
、「
隠
避
」
と
い
う
表
現
方
法
に
埋
没
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
形
で
表
出
さ
れ
て
い
る
。
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〈「
感
遇
」
詩
其
二
十
一
〉

　

蜻
蛉
遊
天
地　
　

蜻
蛉　

天
地
に
遊
び

　

與
世
本
無
患　
　

世
と
本
よ
り
患
い
無
し

　

飛
飛
未
能
止　
　

飛
飛
し
て
未
だ
止
む
能
わ
ず

　

黃
雀
來
相
干　
　

黃
雀　

來
り
て
相
い
干お

か

す

05
穰
侯
富
秦
寵　
　

穰
侯　

秦
を
富
に
し
て
寵
せ
ら
れ

　

金
石
比
交
歡　
　

金
石
も
て　

交
歡
を
比な

ぞ
らう

　

出
入
咸
陽
裏　
　

咸
陽
の
裏
に
出
入
し

　

諸
侯
莫
敢
言　
　

諸
侯　

敢
え
て
言
う
も
の
莫
し

　

寧
知
山
東
客　
　

寧
ぞ
知
ら
ん　

山
東
の
客
の

10
激
怒
秦
王
肝　
　

秦
王
の
肝
を
激
怒
せ
し
む
る
を

　

布
衣
取
丞
相　
　

布
衣
も
て　

丞
相
を
取
る

　

千
載
爲
辛
酸　
　

千
載　

爲
に
辛
酸
す

　
「
感
遇
」
詩
其
二
十
一
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
問
題
が
内

在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
句
か
ら
第
四
句
は
、『
戰
國
策
』
を
典
拠
と
す
る
。
し
か
し
、

『
戰
國
策
』
に
於
い
て
「
蜻
蛉
」
を
捕
ら
え
る
の
は
「
五
尺
童
子
」

で
あ
り
、「
黃
雀
」
が
「
干
」
す
と
い
う
「
感
遇
」
詩
の
記
述
は
明

ら
か
に
典
拠
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
彭
慶
生
は
、

「
用
事
誤
也
」
と
す
る
が
、
こ
れ
を
単
な
る
誤
用
と
し
て
済
ま
せ
て

良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
問
題
の
一
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
詩
は
一
見
す
る
と
、「
蜻
蛉
」
は
「
穰
侯
（
魏
冉
）」
と
、

「
黃
雀
」
は
「
山
東
客
（
范
雎
）」
と
対
応
し
て
い
る
様
で
あ
る
が
、

秦
の
太
后
に
阿
っ
て
富
を
独
占
し
た
魏
冉
と
、「
與
世
本
無
患
」
た

る「
蜻
蛉
」と
の
結
び
つ
き
が
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。
要
す
る
に
、『
戰

國
策
』
の
故
事
が
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
問
題
の
二
で
あ
る
。

　

以
上
二
つ
の
問
い
は
、「
黃
雀
」
の
語
の
解
釈
に
よ
っ
て
解
決
し

得
る
。「
黃
雀
」
は
、
武
則
天
が
国
号
を
周
と
改
め
た
際
に
、
陳
子

昂
が
奉
っ
た
「
大
周
受
命
頌
」
に
も
見
え
る
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

先
ず
、
武
則
天
に
天
命
が
在
る
こ
と
を
明
示
し
、
そ
の
上
で
鳳
鳥
が

群
鳥
を
引
き
連
れ
て
飛
来
し
た
こ
と
、「
赤
雀
」
が
東
方
か
ら
飛
来

し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
こ
に
「
至
徳
」
た
る
「
聖
人
革
時
」
を
見

（
9
）
る
。
こ
の
「
赤
雀
」
が
、
武
則
天
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
重
要
な
の
は
、「
赤
雀
」
に
従
っ
て
「
黃

雀
」
が
現
れ
た
と
示
す
こ
と
に
あ
る
。
つ
づ
け
て
「
赤
雀
」「
黃
雀
」

は
そ
れ
ぞ
れ
、「
火
精
」
と
「
土
精
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、「
土
」

の
「
黃
雀
」
が
「
火
」
の
「
赤
雀
」
に
従
う
の
は
「
子
隨
母
」
が
故

で
あ
る
述
べ
る
。
こ
れ
は
無
論
李
唐
の
「
土
」
が
、武
則
天
（
周
朝
）

の
「
火
」
に
従
う
と
す
る
五
行
説
に
則
っ
た
王
朝
交
替
論
そ
の
も
の

で
あ
る
。

　

重
要
な
の
は
、「
黃
雀
」
が
李
唐
の
象
徴
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
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こ
と
で
あ
る
。
其
二
十
一
で
は
、「
蜻
蛉
」
を
捕
ら
え
る
の
は
典
拠

通
り
の
「
五
尺
童
子
」
で
は
な
く
、
李
唐
の
象
徴
た
る
「
黃
雀
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
る
。
五
句
目
以
下
の
記
述
が
武
則

天
批
判
へ
の
視
点
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
は
『
詩
比
興
箋
』
が
指
摘
す

る
通
り
で
あ
（
10
）

る
が
、
実
は
そ
の
視
点
は
、
典
拠
と
は
敢
え
て
異
な
る

記
述
を
す
る
と
い
う
表
現
行
為
と
し
て
四
句
目
ま
で
に
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
鈴
木
修
次
氏
は
、
本
詩
が
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
的
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
一
般
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
、

む
し
ろ
拒
否
す
る
（
11
）

も
の
」
と
す
る
が
、
典
拠
と
は
敢
え
て
異
な
る
か

た
ち
で
詠
出
す
る
こ
と
を
方
法
と
し
、
寓
意
の
徴

メ
ル
ク
マ
ー
ル

表
と
し
て
機
能
さ

せ
て
い
る
と
い
う
点
に
於
い
て
、
こ
こ
に
陳
子
昂
の
わ
か
り
や
す
い

4

4

4

4

4

4

寓
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
「
詠
懷
」
詩
の
「
隠
避
」
と
は
異
な
る
。
先
に

述
べ
た
通
り
、
阮
籍
は
権
力
の
中
で
自
立
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
中
で

の
「
隠
避
」
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
陳
子
昂
は
直
接
的
な
表
現
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。「
詠
懷
」
詩
的
に
詩
を
制
作
せ
ん
と
す

る
語
り
手
の
視
点
と
、
直
接
的
な
言
葉
に
よ
る
体
制
批
判
を
志
向
す

る
語
り
手
の
視
点
、
そ
の
狭
間
で
せ
り
出
し
て
く
る
の
が
、
典
拠
と

は
敢
え
て
異
な
る
か
た
ち
で
詠
出
す
る
こ
と
で
、
寓
意
の
徴
表
と
す

る
表
現
の
在
り
方
な
の
で
あ
る
。
其
四
も
同
様
に
、
典
拠
と
は
異
な

る
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〈「
感
遇
」
詩
其
四
〉

　

樂
羊
爲
魏
將　
　

樂
羊　

魏
の
將
と
爲
り

　

食
子
殉
軍
功　
　

子
を
食
ら
い
て
軍
功
に
殉
ず

　

骨
肉
且
相
薄　
　

骨
肉
す
ら
且
つ
相
薄か

ろ

ん
ず

　

他
人
安
得
忠　
　

他
人　

安
ん
ぞ
忠
を
得
ん
や

05
吾
聞
中
山
相　
　

吾
れ
聞
く　

中
山
の
相

　

乃
屬
放
麑
翁　
　

乃
ち
麑
を
放
つ
翁
に
屬
す
と

　

孤
獸
猶
不
忍　
　

孤
獸
す
ら
猶
お
忍
び
ず

　

況
以
奉
君
終　
　

況
ん
や
君
を
奉
ず
る
を
以
て
終
わ
る
を
や　
　

　

其
四
は
、『
韓
非
子
』
に
見
え
る
話
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
承
け
て
い

る
が
、
第
五
句
「
中
山
相
」
は
典
拠
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。『
韓

非
子
』
に
於
い
て
「
放
麑
」
し
た
の
は
魯
国
の
「
秦
西
巴
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
「
中
山
相
」
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
彭
慶
生
は

「
子
昂
誤
記
耳
」
と
す
る
が
、単
な
る
「
誤
記
」
と
し
て
済
ま
さ
ず
に
、

一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

典
拠
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
「
中
山
」
を
用
い
る
も
の
と
し
て
、

阮
籍
「
詠
懷
」
詩
其
二
十
の
第
九
・
十
句
「
趙
女
媚
中
山
、
謙
柔
愈

見
欺
（
趙
女
は
中
山
に
媚
び
、
謙
柔
に
し
て
愈
い
よ
欺
か
る
）」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
を
典
拠
と
す
る
。『
史
記
』
に
拠

れ
ば
、「
趙
女
」
は
「
代
君
」
の
妻
で
あ
っ
て
、「
媚
中
山
」
は
当
た

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
蔣
師
淪
は
「
按
代
在
中
山
之
北
。
嗣
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宗
誤
以
代
爲
中
山
（
按
ず
る
に
代
は
中
山
の
北
に
在
り
。
嗣
宗
誤
り

て
代
を
以
て
中
山
と
爲
す
）」
と
す
る
。
蔣
師
淪
の
指
摘
通
り
、「
詠

懷
」
詩
は
確
か
に
誤
記
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
ら

か
に
「
詠
懷
」
詩
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
「
感
遇
」
詩
の
「
吾
聞

中
山
相
」
の
句
ま
で
も
、
同
様
に
誤
用
と
し
て
済
ま
し
て
し
ま
う
の

は
聊
か
乱
暴
な
論
で
あ
ろ
う
。

　
「
感
遇
」
詩
其
四
も
敢
え
て

4

4

4

典
拠
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
詠
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
み
手
に
「
詠
懷
」
詩
の
「
趙
女
媚
中
山
、
謙

柔
愈
見
欺
」
の
句
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
感
遇
」

詩
の
屈
折
し
た
寓
意
、
す
な
わ
ち
「
詠
懷
」
詩
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し

た
武
則
天
政
権
へ
の
批
判
的
視
点
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
詠
懷
」
詩
的
な
「
隠
避
」
に
埋
没
で
き
な
い
武
則
天
政
権
へ
の

批
判
的
視
点
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
か
た
ち
で
出
現
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
敢
え
て
典
拠
と
は
異
な
っ
た
記
述
を
す
る
こ
と
で
、
寓
意

の
徴
表
と
し
て
機
能
さ
せ
る
方
法
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
先
ず
、「
感
遇
」
詩
の
含
み
こ
ん
だ
現
実
の
位
相
を
明

ら
か
に
し
た
。
従
来
、「
感
遇
」
詩
は
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
と
強
く
結

び
つ
け
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
感
遇
」詩
を
支
え
る
現
実
は
、「
詠

懷
」
詩
の
そ
れ
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
。
体
制
に
対
し
て
直
接

的
な
批
判
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
故
に
、「
感
遇
」
詩
に
は

「
文
多
隱
避
」
と
い
う
方
法
に
は
埋
没
し
得
な
い
語
り
手
の
姿
が
表

れ
て
い
た
。
其
二
十
一
で
は
、『
戰
國
策
』
の
典
拠
と
は
異
な
る
記

述
が
為
さ
れ
て
お
り
、
其
四
で
も
同
様
に
「
中
山
」
は
典
拠
と
は
異

な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
李
唐
の
象
徴
性
や
、「
詠

懷
」
詩
の
「
趙
女
媚
中
山
、
謙
柔
愈
見
欺
」
と
い
う
記
述
を
想
起
さ

せ
る
為
の
も
の
で
あ
り
、
武
則
天
に
対
す
る
寓
意
性
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
敢
え
て
典
拠
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
詠
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
表
現
も
、
現
実
で
の
兼
済
も
、
存
分
に
は
発

揮
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
感
遇
」
詩
で
は
逸
脱
も
突
出
も

要
請
さ
れ
な
い
。
彼
は
在
官
の
ま
ま
方
外
へ
と
出
て
し
ま
う

4

4

4

4

4

の
で
あ

る
が
、
方
内
と
完
全
に
断
絶
さ
れ
た
空
間
で
は
な
く
、
体
制
と
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
様
な
現
実
と
強
く
結
び
つ
い
た
表
現
こ
そ
が
、

彼
の
生
の
価
値
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　　
　

注

（
1
）
鈴
木
修
次
『
唐
代
詩
人
論　

上
・
下
』（
鳳
出
版
、
一
九
七
三
）

（
2
）
陳
子
昂
の
生
涯
と
そ
の
上
書
に
つ
い
て
は
、
高
木
重
俊
「
官
人
と
し

て
の
陳
子
昂―

そ
の
上
書
を
中
心
と
し
て
」（『
初
唐
文
学
論
』
研
文

出
版
、
二
〇
〇
五
。
初
出
は
『
中
国
文
化
』
五
三
、
一
九
九
五
）
に
詳

し
い
。
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（
3
）
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
に
附
さ
れ
た
『
文
選
』
李
善
注
。

（
4
）
大
上
正
美
「
阮
籍
詠
懐
詩
試
論―

表
現
構
造
に
み
る
詩
人
の
敗
北

性
に
つ
い
て―

」（『
阮
籍
・
嵆
康
の
文
学
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
に

所
収
。
初
出
は
『
漢
文
学
会
会
報
』
三
十
六
、
一
九
七
七
）

（
5
）
注
４
の
大
上
論
文
に
従
い
、
こ
の
箇
所
を
自
己
へ
の
命
令
形
と
し
て

訓
じ
た
。

（
6
）「
陳
氏
別
傳
」
に
「
及
軍
罷
、
以
父
老
、
表
乞
罷
職
歸
侍
。
天
子
優
之
、

聽
帶
官
取
給
而
歸
（
軍
罷
む
に
及
び
、
父
の
老
い
た
る
を
以
て
、
表
し

て
職
を
罷
め
歸
り
侍
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
天
子
之
を
優
で
、
帶
官
取
給

に
し
て
歸
る
を
聽
す
）」
と
あ
る
。

（
7
）「
感
遇
」
詩
の
制
作
年
に
つ
い
て
の
考
察
は
、韓
理
州
『
陳
子
昂
研
究
』

（
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
八
）
に
詳
し
い
。

（
8
）
森
瀬
壽
三
「
陳
子
昂
「
感
遇
」
詩
論―
詩
人
の
苦
悩
と
韜
晦
」（『
關

西
大
學
文
學
論
集
』
五
〇
、
二
〇
〇
一
）

（
9
）「
大
周
受
命
頌
」
に
「
有
鳳
鳥
從
南
方
來
、
歴
端
門
。
羣
鳥
數
千
蔽
之
。

又
有
赤
雀
數
百
從
東
方
來
、
羣
飛
映
雲
、
廻
翔
紫
闥
、
或
止
庭
樹
。
有

黄
雀
從
之
者
。･･････

赤
雀
火
精
。
黄
雀
從
之
者
土
也
。
土
則
火
之
子
、

子
隨
母
（
鳳
鳥
の
南
方
よ
り
來
た
る
有
り
て
、
端
門
を
歴
。
羣
鳥
數
千

之
を
蔽
う
。
又
た
赤
雀
數
百
の
東
方
よ
り
來
た
る
有
り
、
羣
飛
し
て
雲

を
映
い
、
紫
闥
を
廻
翔
し
て
、
或
い
は
庭
樹
に
止
る
。
黄
雀
の
之
に
從

う
者
有
り
。･･････

赤
雀
は
火
精
た
り
。
黄
雀
之
に
從
う
者
は
土
な
り
。

土
は
則
ち
火
の
子
、
子
は
母
に
隨
う
）」
と
あ
る
。

（
10
）『
詩
比
興
箋
』「
刺
武
后
廣
開
告
密
之
路
（
武
后
の
廣
く
告
密
の
路
を

開
く
を
刺
る
）」

（
11
）
前
掲
鈴
木
修
次
論
文
を
参
看
の
こ
と
。
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